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The complex dielectric constants of C5NH6・C104 (PyC1O4) and C5NH6・BF4 (PyBF4) were measured at frequencies in 
the microwave region. It is found that the high-frequency dielectric constant e, in the Cole-Cole arc law shows small 
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T は緩和時間を表す。複素誘電率を e(w)= s'(a)+ i0f(a)）と
書き、上式に代入して少々計算を行うと、 
／ど
, Cs ＋ど叩 、2+E"2= 
 /Es 一 Eの
、2 	
‘の 
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と変形される。この式は Cole-Cole の円弧則と呼ばれ、 
横軸に実数部 C'、 縦軸に虚数部 C‘を取って 
Eい）= E'(a)) + 1E"(a)）の実験値をプロットすると実軸上
に中心を持つ円弧上に乗ることになる。 












温度に対してプロッ トしてみた。PyC1O4 および 








Fig. 2 PyC1O4の Cole-Cole プロット 
Fig. 3 10 GHzで測定されたC’の温度依存性‘図中
の小点は、最小二乗法により求められたEm値 
を示す。 










ら求められた e"o が、より高周波側で分散（分散 B）する 
分極成分からの応答を含んでいることは当然であり、その
場合、分散AのEd, は分散Bのらに対応することになる。 
従って、もし分散 A も分散 B も共に相転移に関係してい
るならば、分散 A のらと同様に、分散 B のら（つまり
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